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　平成２２年度一般会計は、合併時に目標とした『まち』づくりに重点を置き、各種施策に必要な予算
が計上されています。
　しかし、平成２１年度が骨格予算であったことを考えると大きな減額となっていますが、国が平成２１
年度において追加施策として実施した、「地域活性化・経済危機臨時交付金」及び「地域活性化・きめ
細かな臨時交付金」等を活用して、平成２２年度以降の事業や施策を平成２１年度の補正予算として編入
したことが大きな要因となっており、これまでと大きく転換された国の予算編成に対応する予算とな
っています。
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����・・・地元の中小企業・零細事業者の受注に資するような、
きめ細かなインフラ整備等を速やかかつ着実に実施することを目的に創設されており、２１
年度国の補正予算に計上された国庫補助事業及び２２年１月１日以降に予算計上される地方
単独事業が対象となっている。
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９億６，１７７万９，０００円１億９，６９４万９，０００円１億６，９２７万５，０００円３億４，５６７万５，０００円２億３，７１２万３，０００円１，２７５万７，０００円湧水町
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一
般
会
計
は
総
額　

億
９

６１

６
２
７
万
３
０
０
０
円
で
前

年
度
に
比
べ　

％
の
減
額
。

１０.９

減
額
と
な
っ
た
主
な
も
の
は
、

吉
松
小
学
校
建
設
事
業
完
了

に
伴
う
減
額
と
、
平
成　

年
２１

度
湧
水
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
９
号
）
に
お
い
て
、
地

域
活
性
化
・
き
め
細
か
な
対

策
事
業
臨
時
国
庫
交
付
金
事

業
で
措
置
さ
れ
た
平
成　

年
２２

度
計
上
予
定
の
事
業
等
を
前

倒
し
し
て
計
上
し
た
こ
と
に

伴
う
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、
公
債

費
（
借
金
返
済
）
が　

％
と

２０.０

最
も
多
く
、
次
い
で
民
生
費

　

％
、
衛
生
費　

％
、
土
木

１９.４

１５.４

費　

％
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

１４.５
す
。

　

特
別
会
計
は
総
額　

億
２９

３
４
９
４
万
６
０
０
０
円

で
前
年
度
に
比
べ　

％
の

０.７

減
額
。
国
民
健
康
保
険
事

業
は
、
老
人
保
健
拠
出
金

の
減
額
、
老
人
保
健
事
業

は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

へ
の
移
行
に
伴
い
減
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
は
介
護

サ
ー
ビ
ス
等
諸
費
の
増
、後

期
高
齢
者
医
療
事
業
は
広

域
連
合
納
付
金
減
が
主
な

も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
は
、
土

地
区
画
整
理
事
業
、
道
路

改
良
事
業
等
に
よ
る
水
道

管
移
設
等
工
事
費
や
水
道

メ
ー
タ
ー
取
替
え
に
伴
う

乾
式
メ
ー
タ
ー
の
購
入
費
、

老
朽
化
に
伴
う
公
用
車
購

入
費
等
が
計
上
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
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▲１．１１６億７４１万４，０００円����

▲９５．６１８７万９，０００円����

４．７１１億９，２９４万２，０００円����

▲９．９１億３，２７１万１，０００円����

���

���
�������

▲５．１１億８，５３５万８，０００円�����

� ▲６．０１億８，３４２万６，０００円���

４．９９，７０１万９，０００円�����

� １７．０１億５，２５５万円���
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　老竹地区グラウンド防護柵整備工事費と、竹
迫集会所他２ケ所の地区公民館等整備工事費を
地域活性化・きめ細かな臨時交付金に位置づけ
て計上するものです。

������������

　早急に対応しなければならない吉松都市公園
内の老朽化している施設の解体及び施設整備を
行うための工事費を地域活性化・きめ細かな臨
時交付金に位置づけて計上するものです。吉松
都市公園については、今後、全体的な施設整備
が検討されることになります。
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　町道の適正な管理を行うため、町道等整備工
事費を地域活性化・きめ細かな臨時交付金に位
置づけて計上するものです。
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　教職員住宅の合併浄化槽化を行い、環境改善
を図るため、設計業務委託料と、整備工事費を
地域活性化・きめ細かな臨時交付金に位置づけ
て計上するものです。（９戸８槽分）
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　今回の補正予算は、国が現下の厳しい経済・景気回復への対策として措置した、地
域活性化・きめ細かな臨時交付金を活用した各種事業の予算計上と地域活性化・公共
投資臨時交付金の基金への積立て、２１年度事務事業の執行残の減額及び、各事業費の
調整等であります。
　なお、地域活性化・公共投資臨時交付金を積み立てた基金の活用については、基金
の処分条項に基づき十分な事業検討及び選定がなされ、平成２２年度から平成２３年度に
かけて各種事業に活用されます。

������

　林道の適正な管理を行うため、
林道舗装等工事費を地域活性化
・きめ細かな臨時交付金に位置
づけて計上するものです。

���������

　栗野・吉松両庁舎の改修を行
うため、設計委託料と改修工事
費を地域活性化・きめ細かな臨
時交付金に位置づけ計上するも
のです。
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　シルバーケアセンター屋内ゲ
ートボール場の屋根及び支柱の
塗装を行う工事費を地域活性化
・きめ細かな臨時交付金に位置
づけ計上するものです。
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　わが国にはＢ型・Ｃ型肝炎感染者・患者が３５０万人もおり、その
大半は血液製剤の投与、輸血、集団予防接種における針・筒の使い
回しなどの医療行為による感染である。ウイルス性肝炎は慢性肝炎か
ら高い確率で肝硬変・肝臓がんに進行し、命が危険となる重大な病
気であることから、これらの患者を救済するため、速やかに必要な措
置を行うよう国会及び政府に対し意見書を提出して頂きたい。

���
　すべての肝炎患者を救済することを国の責務と定めた
肝炎対策基本法が平成２１年１１月に制定された。しかしな
がら患者救済の根拠となる基本法はできたが、国の肝炎
対策基本指針の策定、必要な個別法の制定、予算措置が
なければ、患者の救済は進まないことから陳情の主旨は
理解できる。
　※採択により、関係機関へ意見書を提出。
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　改正貸金業法の早期完全施行、自治体での多重債務相談体制の整備
のため相談窓口の拡充支援、個人及び中小事業者向けのセーフティネ
ット貸付のさらなる充実、ヤミ金融の徹底的摘発を求める意見書を、
国会及び政府に対し提出して頂きたい。

　改正貸金業法の完全施行の先延ばし、金利規制の貸金
業者に対する規制の緩和は、再び自殺者や自己破産者、
多重債務者の急増を招きかねず、陳情の主旨は理解でき
る。
　※採択により、関係機関へ意見書を提出。

���



�������	
��������

結果提案理由等議案
湧水町恒次上段陽子氏を引き続き推薦したいので、議会の意見を求め
るもの。�����

新たに湧水町木場鬼丸公良氏を推薦したいので、議会の意見を求める
もの。

人権擁護委員候補者の推薦につい
て�����

新たに湧水町鶴丸萩原久幸氏を推薦したいので、議会の意見を求める
もの。�����

法改正により国家公務員の勤務時間が短縮され、県が４月より勤務時
間を短縮し近隣市も同様に改正する見込みであることから、改正を行
うもの等。
（開庁時間はこれまでどおり８時３０分から１７時１５分まで）

湧水町職員の勤務時間、休暇等に
関する条例等の一部を改正する条
例の制定について

�����

町内の小・中学校等に外国語指導助手を派遣し、外国語を通じて言
語や文化についてのコミュニケーション能力の基礎を養うために新
たに外国語指導助手を設置したいため、所要の改正をしようとするもの。

湧水町国際交流員の設置及び報酬
等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

�����

シルバーケアセンター内の障害者浴室の改修及び多目的活動の利用
に伴う炊事施設の新設に伴い、新たに使用料を設けるため所要の改正
をしようとするもの。

湧水町シルバーケアセンターの設
置及び管理に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

�����

バンガローの新設に伴い、芸術文化活動に資する設置目的を加え、新
たに使用料を設けるため所要の改正をしようとするもの。

湧水町栗野岳ログ・キャンプ村の
設置及び管理に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

�����

くりの図書館の電気炉の一時間当たりの使用料について、近隣市町の
類似施設との均衡を保ち、負担の適正化を図るため、所要の改正をし
ようとするもの。

湧水町くりの図書館の設置及び管
理に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

�����

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,１４９万円を追加し、歳入歳出
予算の総額を歳入歳出それぞれ８３億１,８６９万７,０００円とするもの。

平成２１年度湧水町一般会計補正予
算（第９号）�����

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ５９０万７,０００円を減額し、歳
入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１６億７４８万２,０００円とするもの。

平成２１年度湧水町国民健康保険事
業特別会計補正予算（第４号）�����

歳入歳出予算の総額に変わりはなく、財源調整を行うもの。平成２１年度湧水町老人保健事業特
別会計補正予算（第３号）�����

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ７７７万７,０００円を減額し、歳入
歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１１億３,８７７万８,０００円とするもの。

平成２１年度湧水町介護保険事業特
別会計補正予算（第３号）�����

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ９０９万９,０００円を減額し、歳
入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億２,９７６万２,０００円とするもの。

平成２１年度湧水町後期高齢者医療
事業特別会計補正予算（第３号）������

事業執行等に伴う営業費用及び営業外費用等の増減と、工事執行等に
よる工事負担金及び建設改良費に係る補正が主なもの。

平成２１年度湧水町水道事業会計補
正予算（第５号）������

Ｐ３参照平成２２年度湧水町一般会計予算������

Ｐ３参照平成２２年度湧水町国民健康保険事
業特別会計予算������

Ｐ３参照平成２２年度湧水町老人保健事業特
別会計予算������

Ｐ３参照平成２２年度湧水町介護保険事業特
別会計予算������

Ｐ３参照平成２２年度湧水町後期高齢者医療
事業特別会計予算������

Ｐ３参照平成２２年度湧水町水道事業会計予
算������

Ｐ６参照改正貸金法の早期完全施行等を求
める陳情書�����

Ｐ６参照３５０万人のウィルス性肝炎患者の
救済に関する意見書採択の陳情�����

栗野中学校屋内運動場改築工事の建築本体工事を２億６,６５９万２,９００円
をもって、大英建設株式会社　代表取締役　岩澤英司氏が落札したの
で、この工事請負契約を締結するため、議会の議決を求めるもの。

工事請負契約の締結について������

経済危機対策に係る公共投資等に活用し、もって地域活性化等の速や
か、かつ着実な推進を図るため、本条例を制定しようとするもの。

湧水町地域活性化・公共投資臨時
交付金事業基金の設置及び管理に
関する条例の制定について

������

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億９,６９４万９,０００円を追加し、
歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８５億１,５６４万６,０００円とするもの。

平成２１年度湧水町一般会計補正予
算（第１０号）������

本町議会は、住民の安全で安心な暮らしを守る立場から、「日本一交
通事故の少ない町づくり」を目指し、すべての住民が交通事故を起こ
さない、遭わないための防止策を推進するため、この決議を提出する
もの。

交通事故防止に関する決議�����

Ｐ６参照改正貸金法の早期完全施行等を求
める意見書�����

Ｐ６参照３５０万人のウィルス性肝炎患者の
救済に関する意見書�����
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年
７
月
に
農
商
工

２０等
連
携
促
進
法
が
施

行
さ
れ
、全
国
的
に
農
産
物
・

畜
産
・
酪
農
関
係
者
と
商
業

者
が
連
携
し
た
事
例
が
あ
る
。

本
町
の
基
幹
産
業
は
一
次
産

業
で
あ
り
、
こ
の
分
野
の
発

展
が
な
い
限
り
二
次
、
三
次

産
業
も
繁
栄
し
な
い
と
考
え

る
が
、
農
林
漁
業
、
商
工
業

に
携
わ
る
人
口
は
本
町
で
も

減
少
傾
向
で
あ
る
。
こ
の
状

況
に
対
し
、
農
商
工
連
携
対

策
事
業
を
活
用
し
た
新
た
な

施
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
の

か
伺
う
。農

商
工
連
携
は
、
農

林
漁
業
者
と
中
小
企

業
者
が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
経
営
資
源
を
活
用
し
て
行

う
新
た
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
、

需
要
の
開
発
等
に
係
る
経
費

に
つ
い
て
国
が
認
定
を
行
い
、

一
部
補
助
が
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
県
内
で
は　

件
ほ
ど

１０

採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

本
町
も
両
者
が
共
同
で
連
携

し
開
発
で
き
る
も
の
を
模
索

し
な
が
ら
、
関
係
課
・
商
工

会
等
と
連
携
し
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

下
場
地
区
都
市
計
画

事
業
の
進
捗
率
と
、

計
画
最
終
の　

年
度
ま
で
に

３１

必
要
な
お
お
よ
そ
の
予
算
及

び
区
域
内
で
造
成
後
１
年
以

上
建
築
物
が
設
置
さ
れ
な
い

割
合
を
伺
う
。

進
捗
率
は
平
成　

年
２１

度
現
在
約　

％
で
、

４９

今
後
完
了
ま
で
に
必
要
な
予

算
は
、
約　

億
円
程
度
で
あ

５３

り
ま
す
。

造
成
後
の
空
地
状
況
は
完
了

済
の
約　

％
で
す
。

１１
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関
係
住
民
の
方
々
の

意
見
を
優
先
し
、
財

政
状
況
等
も
勘
案
し
な
が
ら

の
事
業
遂
行
で
あ
り
、
計
画

ど
お
り
進
ん
で
い
く
か
不
安

も
あ
る
が
、
事
業
必
達
に
向

け
た
強
い
意
志
に
変
化
は
な

い
か
伺
う
。

合
併
協
議
会
に
お
い

て
も
協
議
を
行
っ
た

結
果
、
推
進
の
方
向
で
決
定

し
て
お
り
ま
す
。
国
の
財
源

に
不
安
定
な
部
分
も
あ
り
ま

す
が
、
計
画
ど
お
り
進
め
て

い
く
考
え
に
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
。 
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栗
野
駅
舎
は
全
面
改

修
等
が
必
要
で
あ
る

と
思
う
が
、
今
後
の
計
画
を

伺
う
。

栗
野
駅
周
辺
活
性
化

審
議
会
で
全
面
改
修

の
方
向
性
で
審
議
し
ま
し
た

が
、
耐
震
対
策
に
相
当
な
経

費
が
必
要
な
た
め
、
建
替
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
時
期
に

つ
い
て
は
明
確
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

そ
の
他
の
質
問

・
旧
国
鉄
山
野
線
跡
地
活
用

に
つ
い
て

・
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事

業
に
つ
い
て

・
町
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
活
用

し
た
広
告
事
業
に
つ
い
て
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拡
大
に
向
け
て
の
作
付
計
画

の
取
り
組
み
は
考
え
て
い
な

い
の
か
伺
う
。

説
明
会
で
あ
っ
た
農

家
の
方
々
の
ご
意
見

を
地
元
国
会
議
員
へ
伝
え
て

お
り
ま
す
。「
あ
き
ほ
な
み
」

に
つ
い
て
は
、
今
後
注
目
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

食
料
自
給
率
と
農
業

所
得
の
向
上
が
本
町

に
お
け
る
当
面
の
課
題
で
あ

る
が
、
基
本
的
な
対
策
を
伺

う
。

土
地
利
用
型
農
業
を

主
体
と
し
て
、
農
地

の
流
動
化
及
び
生
産
組
織
の

確
立
を
図
り
、
生
産
か
ら
流

通
の
過
程
が
ス
ム
ー
ズ
に
進

む
よ
う
関
係
機
関
・
団
体
と

の
連
携
を
取
り
な
が
ら
進
め

ま
す
。 

こ
の
モ
デ
ル
事
業
に

よ
り
地
域
で
創
意
工

夫
を
し
て
支
え
合
い
築
き
上

げ
て
き
た
集
団
転
作
の
仕
組

み
が
壊
れ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
と
懸
念
さ
れ
る
が
、

対
策
を
伺
う
。

戸
別
所
得
補
償
モ
デ

ル
対
策
が
目
指
す
方

向
は
食
料
自
給
率
の
向
上
で

あ
り
ま
す
。
本
町
が
現
在
ま

で
実
施
し
て
き
た
要
件
と
異

な
る
た
め
、
特
に
集
団
転
作

に
お
い
て
影
響
が
出
て
き
て

お
り
ま
す
。
改
善
策
を
国
に

対
し
て
要
望
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
制
度
も
よ
い
面
を
持
ち

合
わ
せ
て
お
り
ま
す
の
で
、

制
度
を
う
ま
く
活
用
し
、
農

家
の
所
得
に
繋
が
る
よ
う
的

確
な
指
導
助
言
を
行
い
ま
す
。

今
後
米
の
生
産
調
整

が
続
く
限
り
、
焼
酎

こ
う
じ
用
米
・
加
工
米
に
お

い
て
も
新
規
需
要
米
と
し
て

認
め
て
貰
う
よ
う
国
に
要
請

す
べ
き
と
考
え
る
。
ま
た
、

県
が
食
用
米
と
し
て
奨
励
品

種
「
あ
き
ほ
な
み
」
の
生
産

駅
・
丸
池
周
辺
は
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
事

業
に
よ
り
整
備
さ
れ
、
観
光

客
が
訪
れ
て
い
る
が
、
メ
リ

ッ
ト
を
含
め
た
今
後
の
ソ
フ

ト
面
に
つ
い
て
伺
う
。 
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４
月
に
町
内
商
店
主

を
中
心
と
し
た
「
丸

池
・
湧
っ
く
わ
く
Ｄ
ａ
ｙ
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

今
後
は
商
店
主
を
中
心
に

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
で

き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
一
般
行
政
職
の
今
後
の
採

用
に
つ
い
て
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い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

温
泉
利
用
客
の
方
よ

り
、
温
泉
の
お
湯
の
温
度
が

低
い
と
の
話
し
を
聞
く
。
温

泉
施
設
の
お
湯
の
温
度
は
年

間
を
通
じ
変
化
す
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
季
節
に
応
じ
て

の
お
湯
の
温
度
の
適
正
管
理

は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る

の
か
伺
う
。

セ
ン
タ
ー
屋
上
に
あ

る
温
泉
タ
ン
ク
で
温

泉
源
泉　

度
に
井
戸
水
を
加

５１

水
し
て　

度
の
温
泉
水
に
調

４３

整
し
て
お
り
、
源
泉
温
度
と

タ
ン
ク
内
温
度
は
年
間
を
通

し
て
ほ
ぼ
一
定
で
あ
り
ま
す
。

曜
日
や
時
間
帯
に
よ

り
入
浴
客
で
込
み
合

い
、
お
湯
の
温
度
が
低
く
な

っ
た
時
の
対
応
に
つ
い
て
伺

う
。 

日
々
の
入
浴
者
は
少

な
い
時
で
２
０
０
名
、

多
い
と
き
で
７
０
０
名
で
す

が
、
夏
場
は
ぬ
る
め
に
、
冬

場
は
高
め
に
調
整
し
て
い
ま

す
。
入
浴
さ
れ
る
お
客
様
が

気
持
ち
よ
く
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
温
度
管
理
等
に

努
め
ま
す
。 

今
後
設
置
さ
れ
る
公

共
施
設
ト
イ
レ
に
擬

音
装
置
を
設
置
す
る
考
え
は

な
い
か
伺
う
。 
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近
年
音
を
隠
す
た
め

ト
イ
レ
の
水
を
流
す

人
が
お
り
、
水
資
源
の
ム
ダ

遣
い
、
施
設
の
維
持
コ
ス
ト

の
増
加
の
原
因
と
な
り
、
不

経
済
と
い
う
観
点
か
ら
デ
パ

ー
ト
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
等

で
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
資

源
の
節
約
や
利
用
者
へ
の
サ

ー
ビ
ス
が
図
ら
れ
る
の
で
あ

れ
ば
調
査
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

年
度
も
学
校
施
設

２２や
公
園
整
備
等
が
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
ト

イ
レ
も
和
式
だ
け
で
な
く
洋

式
の
設
置
も
必
要
と
考
え
る

が
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

全
部
洋
式
ト
イ
レ
と

い
う
訳
に
は
行
き
ま

せ
ん
が
、
検
討
い
た
し
ま
す
。
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栗
野
庁
舎
に
お
い
て

は
福
祉
３
課
の
配
置

や
保
健
師
の
集
中
配
置
等
、

福
祉
面
に
お
け
る
突
発
的
事

態
に
即
応
で
き
る
体
制
が
整

っ
て
い
る
の
に
対
し
、
吉
松

庁
舎
で
は
体
制
が
不
充
分
で
、

し
か
も
健
や
か
推
進
事
業
を

担
っ
て
き
た
職
員
が
退
職
さ

れ
る
と
聞
く
。
吉
松
地
区
に

お
け
る
福
祉
行
政
の
今
後
の

対
応
を
伺
う
。

福
祉
行
政
に
お
い
て

住
民
と
職
員
と
の
信

頼
関
係
は
特
に
大
事
で
あ
り

ま
す
。
退
職
さ
れ
る
職
員
の

後
任
の
指
導
等
を
含
め
、
健

や
か
支
援
相
談
員
を
配
置
し
、

対
応
い
た
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
に
新
設
さ
れ
た

福
祉
風
呂
の
設
置
目
的
と
活

用
方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

肢
体
不
自
由
や
視
覚

障
害
等
に
よ
り
介
助

を
必
要
と
す
る
軽
度
の
方
々

が
安
心
し
て
入
浴
で
き
る
家

族
風
呂
的
な
浴
室
の
設
置
を

希
望
す
る
声
が
あ
り
、
整
備

し
ま
し
た
。

　

今
後
は
指
定
管
理
者
に
運

用
さ
せ
る
事
と
な
り
ま
す
が
、

休
日
営
業
を
含
め
協
議
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
シ
ル
バ
ー
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
に
設
置
し
た
数
々
の
施

設
が
適
確
に
運
用
さ
れ
る
べ

く
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の

指
導
、
監
督
の
体
制
を
強
化

い
た
し
ま
す
。 

中
山
間
地
域
直
接
支

払
制
度
及
び
中
山
間

地
域
総
合
整
備
事
業
、
更
に

は
農
地
・
水
農
村
環
境
整
備

事
業
、
竹
中
幹
線
用
水
路
改

修
事
業
等
、
各
種
土
地
改
良

事
業
に
対
す
る
国
策
に
不
安

を
感
じ
る
が
、
町
長
の
見
解

を
伺
う
。 
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中
山
間
地
域
直
接
支

払
制
度
に
つ
い
て
は
、

平
成　

年
度
よ
り
さ
ら
に
５

２２

ケ
年
間
制
度
が
継
続
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
４
月
に
説
明
会

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事

業
及
び
竹
中
幹
線
用
水
路
改

修
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
事

業
認
可
を
受
け
て
い
る
こ
と

か
ら
事
業
実
施
は
可
能
で
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
予
算
配

分
如
何
に
よ
っ
て
は
完
成
が

遅
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

す
。

　

農
地
・
水
農
村
環
境
保
全

支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
国
の
方
策
が
見
え
て
お
り

ま
せ
ん
。

　

今
後
事
業
継
続
、
予
算
額

確
保
に
つ
い
て
国
政
の
動
向

に
注
目
し
、
国
・
県
に
要
望

し
て
参
り
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

米
の
生
産
調
整
と
米
戸
別

所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業
の

あ
り
方
に
つ
い
て
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地
方
主
権
に
よ
る
国

・
県
と
基
礎
的
自
治

体
と
の
対
等
な
役
割
や
関
係

を
伺
う
。地

方
主
権
推
進
担
当

大
臣
は
上
下
主
従
の

関
係
か
ら
対
等
・
協
力
の
関

係
へ
改
め
、
地
域
の
実
情
に

あ
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で

き
る
「
地
域
主
権
」
改
革
を

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
お
り
、
政
府
の
動

向
を
注
目
し
な
が
ら
対
処
し

て
い
き
ま
す
。

戦
後
処
理
内
閣
は
、

所
得
倍
増
、
安
保
改

定
、
沖
縄
返
還
、（
列
島
改

造
）
社
会
整
備
を
行
い
、
今

日
の
経
済
大
国
の
基
礎
が
出

来
た
。
中
曽
根
内
閣
は
土
光

臨
調
提
案
に
対
し
、
国
鉄
民

営
化
な
ど
時
代
改
革
を
ス
タ

ー
ト
し
た
。
政
治
・
行
財
政

・
社
会
保
障
・
経
済
・
医
療

福
祉
・
教
育
な
ど
に
少
子
高

齢
化
・
環
境
・
情
報
化
・
国

際
化
な
ど
社
会
変
化
に
対
応

す
る
改
革
の
一
環
に
地
方
主

権
が
あ
る
。
行
政
の
前
線
を

担
っ
て
こ
ら
れ
た
町
長
が
経

験
上
期
待
さ
れ
る
地
方
主
権

は
何
か
伺
う
。

ま
ず
財
源
や
制
度
の

明
確
化
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

自
治
体
・
行
政
区
・

自
治
会
の
自
治
の
本

旨
を
伺
う
。

地
方
自
治
の
本
旨
は
、

住
民
意
思
に
基
づ
く

住
民
自
治
と
地
方
公
共
団
体

が
国
か
ら
独
立
し
て
自
ら
の

判
断
と
責
任
で
行
政
を
行
う

団
体
自
治
が
あ
り
ま
す
。
住

民
の
代
表
権
を
付
与
さ
れ
て

い
る
議
会
議
員
で
構
成
す
る

議
会
に
地
方
自
治
の
本
旨
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

自
立
・
自
営
の
集
合

体
と
し
て
町
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

方
策
の
連
携
・
連
動
・
相
乗

効
果
の
深
化
を
図
る
手
順
を

示
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か

伺
う
。

町
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
新
町
ま
ち
づ
く

り
計
画
に
お
い
て
旧
両
町
の

総
合
振
興
を
基
本
と
し
な
が

ら
速
や
か
な
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
方
針
を
定
め
、

こ
れ
に
基
づ
い
て
総
合
的
な

ま
ち
づ
く
り
計
画
を
策
定
し

て
速
や
か
な
一
体
化
を
促
進

し
、
住
民
福
祉
の
向
上
と
地

域
の
発
展
を
図
っ
て
い
る
と

�
�

�
�

�
�

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
湧

水
町
総
合
振
興
計
画
に
お
い

て
も
新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画

と
の
整
合
性
を
図
り
、
計
画

的
な
行
政
運
営
を
図
っ
て
お

り
ま
す
。
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園
児
収
容
率　

％
以

２０

下
と
い
う
中
で
の
教

育
効
果
と
、　

年
〜　

年
後

１０

２０

を
考
え
て
の
管
理
運
営
の
あ

り
方
を
伺
う
。

園
児
数
は
減
少
方
向

に
あ
り
、
園
の
あ
り

方
を
教
育
の
充
実
と
管
理
運

営
の
観
点
か
ら
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

教
育
の
充
実
は
、少
人
数
・

多
人
数
そ
れ
ぞ
れ
教
育
効
果

に
長
短
が
あ
り
、
少
人
数
で

は
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
定

着
等
は
効
果
が
上
が
り
や
す

い
で
す
。
し
か
し
社
会
性
の

育
成
等
は
工
夫
す
る
こ
と
も

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
の
管
理
運
営
の
あ
り

方
は
、
認
定
子
ど
も
園
設
立

の
可
否
や
県
内
の
少
子
化
に

伴
う
幼
稚
園
管
理
の
経
緯
等

を
参
考
に
し
、
さ
ら
に
国
策

等
に
よ
る
園
児
増
加
も
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
動

向
も
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し

ま
す
。 

本
町
の
農
地
・
農
業

政
策（
基
本
認
識
・
基

本
理
念
・
目
指
す
べ
き
姿
）を

伺
う
。

基
本
認
識
は
優
良
農

地
の
確
保
、
厳
し
い

農
業
情
勢
を
的
確
に
捉
え
、

本
町
に
適
合
し
た
農
作
物
の

振
興
を
図
り
、
農
家
経
営
の

安
定
に
資
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

基
本
理
念
は
、
食
料
増
産

の
基
地
の
役
割
を
果
た
す
た

め
、
優
良
農
地
の
確
保
、
国

の
示
す
農
業
施
策
を
基
本
と

し
、
産
地
形
成
や
農
業
経
営

の
安
定
を
図
る
こ
と
と
考
え

ま
す
。

　

目
指
す
べ
き
姿
は
、
認
定
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�
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農
家
・
担
い
手
農
家
等
へ
の

農
地
集
積
を
行
い
、
集
団
作

付
け
に
よ
る
農
地
の
利
活
用

で
作
物
毎
の
団
地
化
を
図
り
、

先
に
述
べ
た
理
念
を
着
実
に

実
施
す
る
こ
と
と
考
え
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
未
活
用
公
有
財
産
に
つ
い

て

�
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�
�
�
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松
下
忠
洋
経
済
産
業
副
大
臣
室

に
お
い
て
、
本
町
の
水
害
対
策
の

実
情
を
説
明
し
、
全
面
的
協
力
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

　

席
上
副
大
臣
よ
り
、
今
後
の
要

望
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
適
切
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

続
い
て
川
内
博
史
国
土
交
通
委

員
長
室
に
お
い
て
、
県
選
出
の
民

主
党
国
会
議
員
４
名
と
松
下
経
済

産
業
副
大
臣
同
席
の
も
と
、
国
土

交
通
省
細
見
治
水
課
長
及
び
補
佐

に
対
し
、
１
時
間
に
わ
た
っ
て
本

町
の
実
情
の
説
明
と
早
期
対
応
を

求
め
る
機
会
を
与
え
て
頂
き
ま
し

た
。

　

特
に
水
俣
チ
ッ
ソ
に
対
す
る
水

利
権
許
可
期
限
が
平
成　

年
３
月

２３

　

日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
許
可

３１更
新
に
当
た
っ
て
は
阿
波
井
堰
改

築
に
対
し
具
体
的
方
策
が
確
認
で

き
な
い
限
り
、
本
町
被
災
住
民
の

許
可
更
新
へ
の
同
意
は
得
ら
れ
な

い
こ
と
。
更
に
現
在
の
阿
波
井
堰

の
状
況
写
真
を
示
し
、
平
成　

年
１８

規
模
、
若
し
く
は
そ
れ
以
上
の
洪

水
と
な
っ
た
場
合
、
井
堰
本
体
が

倒
壊
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
下
流
に

甚
大
な
災
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ

る
こ
と
等
を
説
明
し
、
速
や
か
な

対
応
を
求
め
ま
し
た
。 

�
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�
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県
選
出
国
会
議
員
の
森
山
裕
衆

議
院
議
員
、
加
治
屋
義
人
参
議
院

議
員
、
小
里
泰
弘
衆
議
院
議
員
の

各
事
務
所
に
お
い
て
前
日
同
様
の

説
明
を
し
、
早
期
の
対
応
を
求
め

ま
し
た
。

　

小
里
事
務
所
で
は
、
国
土
交
通

省
小
平
河
川
整
備
調
整
官
（
治
水

課
長
の
上
司
）
及
び
治
水
課
長
補

佐
が
同
席
さ
れ
て
お
り
、
調
整
官

に
対
し
１
時
間
に
渡
り
前
日
同
様

の
説
明
を
し
、
早
期
の
対
応
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
究
、
調
査
に
お
い
て
、

今
後
の
中
央
要
望
も
マ
ス
コ
ミ
で

報
道
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
窮
屈
な
状

況
で
は
な
く
、
国
土
交
通
省
官
僚

と
の
接
触
も
あ
る
程
度
可
能
で
あ

る
こ
と
、
国
会
議
員
へ
の
働
き
か

け
も
政
党
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、

県
選
出
の
国
会
議
員
は
全
て
県
民

の
代
表
で
あ
る
と
の
視
点
か
ら
、

党
を
超
え
て
活
動
し
て
も
ら
う
事

は
当
然
の
事
で
あ
り
、
言
う
べ
き

こ
と
は
し
っ
か
り
言
う
姿
勢
で
今

後
も
積
極
的
活
動
を
行
う
べ
き
と

の
認
識
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
野
村
哲
郎
参
議
院
議
員

に
お
か
れ
て
は
帰
鹿
さ
れ
て
お
り
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い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
く
り
の
郷

に
お
い
て
、
地
元
選
出
県
議
会
議

員
と
本
町
議
会
議
員
と
の
意
見
交

換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
阿
波
井
堰
の

早
期
改
築
及
び
阿
波
狭
窄
部
の
早

期
開
削
、
更
に
は
湯
谷
川
の
抜
本

的
改
修
及
び
轟
狭
窄
部
の
再
開
削

等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、

一
応
の
共
通
認
識
を
持
つ
こ
と
は

で
き
ま
し
た
が
、
本
町
議
会
側
の

思
い
入
れ
に
対
す
る
県
議
団
の
受

け
止
め
方
に
多
少
の
温
度
差
を
感

じ
ま
し
た
。

　

な
お
県
議
会
３
月
議
会
に
お
い

て
、
阿
波
井
堰
改
築
に
つ
い
て
の

一
般
質
問
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
意
見
交
換
会
の
成
果
と
し

て
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。
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湧
水
町
水
害
対
策
調
査
特
別
委

員
会
が
、
今
後
新
政
権
や
国
会
議

員
等
へ
ど
の
よ
う
な
活
動
が
な
し

得
る
の
か
研
究
、
調
査
す
る
た
め

上
京
し
、
併
せ
て
要
望
を
行
い
ま

し
た
。 
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は
河
川
激
特
事
業
の
進
捗
状
況
と

阿
波
井
堰
改
築
を
は
じ
め
と
す
る

今
後
の
懸
案
事
項
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
。

　

我
が
議
会
か
ら
は
、
１
月　

日
、

２８

　

日
の
東
京
で
の
状
況
報
告
と
、

２９阿
波
井
堰
着
工
の
見
通
し
や
轟
狭

窄
部
の
再
開
削
計
画
、
激
特
事
業

の
進
捗
状
況
、
更
に
は
激
特
以
降

の
寄
州
除
去
計
画
等
に
つ
い
て
具

体
的
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

　

是
沢
所
長
に
よ
り
ま
す
と
、
阿

波
井
堰
改
築
に
つ
い
て
は
計
画
通

り
に
進
展
す
る
の
で
は
な
い
か
と

の
見
通
し
と
、
轟
の
再
開
削
に
つ

い
て
は
激
特
期
間
内
に
必
ず
実
施

す
る
計
画
で
あ
る
が
、
工
法
等
に

つ
い
て
ま
だ
決
定
に
至
っ
て
い
な

い
こ
と
、
寄
州
除
去
に
つ
い
て
は
、

今
後
通
常
の
河
川
改
修
事
業
で
積

極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
述
べ
ら

れ
る
と
と
も
に
、
河
川
激
特
事
業

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
随
時

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
何
時
で
も
閲

覧
で
き
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
と

の
説
明
で
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
我
が
湧
水
町
は
、
事
業

に
協
力
で
き
る
こ
と
は
全
面
的
に

協
力
す
る
旨
を
伝
え
、
更
な
る
取

り
組
み
を
求
め
、
意
見
交
換
を
終

了
い
た
し
ま
し
た
。
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国
土
交
通
省
川
内
川
河
川
事
務

所
に
お
い
て
、
河
川
事
務
所
と
湧

水
町
水
害
対
策
調
査
特
別
委
員
会

と
の
意
見
交
換
会
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。

　

河
川
事
務
所
か
ら
は
是
沢
所
長

以
下
、
全
課
長
が
出
席
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
意
見
交
換
の
内
容

面
会
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
電

話
に
て
今
回
の
研
究
・
調
査
の
主

旨
を
お
伝
え
し
、
全
面
的
協
力
を

求
め
て
お
り
ま
す
。 

��������	
��
���������	
��
�� �������	�
��
���

���������	
��
�

�������	
��
	
�����

�������	�������	




�������	
��

�������
・平成２２年町成人式（全議員）月４日１月

・年始あいさつ廻り（町内）（議長）火５日
・広報調査特別委員会
・えびの市商工会青年部・えびの青年会議所新
春賀詞交歓会（議長）

水６日

・年始あいさつ廻り（県庁等）（議長）木７日

・商工会えびす祭り（議長）金８日

・消防出初式（全議員）日１０日

・広報調査特別委員会　水１３日

・えびのロータリークラブ新春懇話会（議長）木１４日
・郡議長会ゴルフ大会（境田、池上、上水流、
宮里、仮屋）

・狭山市議会行政視察対応（議長）
金１５日

・平成２２年度えびの駐屯地新年交歓会（議長）土１６日
・全員協議会
・地元選出県議会議員との意見交換会（全議員）月１８日

・広報調査特別委員会水２０日

・平成２１年度姶良地区植樹祭（副議長）土２３日

・町茶業振興会総会（議長）月２５日

・県議長会議員研修会（全議員）火２６日

・広報調査特別委員会水２７日
・地元国会議員との意見交換会（境田、福島、
副議長、議長）※２９日まで木２８日

・農業農村推進協議会（橋口、議長）
・水田農業推進協議会（境田、議長）水３日２月

・郡議長会監査（議長）
・郡議長会第４回定期総会（議長）金５日

・姶良・伊佐介護保険組合議会定例会（議長）月８日
・町シルバー人材センター会員互助研修会及び
交流会（議長）水１７日

・健康づくり推進協議会（境田、議長）
・平成２２年鹿児島湧水会総会（議長）金１９日

・水害対策調査特別委員会
・川内川河川事務所との意見交換会月２２日

・自衛隊入隊者壮行会（議長）
・県議長会定期総会（議長）火２３日

・一部事務組合議会水２４日

・町老人クラブ連合会ふれあい交流スポーツ大
会（議長）木２５日

・議会運営委員会金２６日
・湧水町立吉松小学校落成記念式典及び記念祝
賀会（全議員）日２８日

・全員協議会
・平成２２年第１回湧水町議会定例会本会議火２日３月

・鹿児島県立栗野工業高等学校閉校式（全議員）水３日
・議会運営委員会
・常任委員会　※１０日まで木４日

・議会運営委員会水１０日
・全員協議会
・平成２２年第１回湧水町議会定例会本会議木１１日

・平成２２年第１回湧水町議会定例会本会議金１２日

・姶良町閉町式（福島）土１３日

・蒲生町閉町式（副議長）
・加治木町閉町記念式典（副議長）
・第５回湧水町生涯学習推進大会（全議員）
・長谷地区決算総会（綾織、山口）

日１４日

・子ども発達支援センターみのり卒園式（西牟
田、副議長）

・中学校卒業式（全議員）
・平成２１年度第２回自治会長会（境田、福島、
副議長、議長）

火１６日

・幼稚園卒園式（全議員）
・平成２１年度第２回社会教育委員の会及び公民
館運営審議会（福島）

金１９日

・保育園卒園式（篠原、橋口）土２０日

・平成２２年第１回湧水町議会定例会最終本会議
・全員協議会
・広報調査特別委員会

火２３日

・小学校卒業式（全議員）　水２４日

・町春季畜産共進会　※２６日まで（全議員）木２５日
・町シルバー人材センター平成２２年第１回通常
総会（議長）土２７日

・平成２１年度第２回町国民健康保険運営協議会
（境田、綾織）

・町土地開発公社理事会（境田、福島、副議長、
議長）

月２９日

・町社会福祉協議会評議員会（議長）火３０日

・広報調査特別委員会水３１日
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